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コッホ現象というものが起きたら，どうすればよいのでしょうか。

コッホ現象が起きたら，まず結核に自然感染していないかどうかを疑ってください。問診，ツベル

クリン反応検査，胸部Ｘ線検査等の結核に関する検査をします。この際，感染源となった家族など周りの大

人も検査をすることが必要になります。（結核菌以外の「非結核性抗酸菌」と呼ばれる菌に感染した場合で

もコッホ現象が起きますが，比較的反応は弱いとされています。）

　接種部位の局所の反応は，通常の接種後の反応より早くかつ強く出ますが，特別な処置は必要なく，経過

観察を行います。30日を過ぎると次第に消褪し，瘢痕化して治癒すると報告されています。

　また，コッホ現象を診察した医師は，市町村（特別区）に「コッホ現象事例報告書」を提出することにな

ります。（参照p21）

従来，BCG接種は主に集団接種で行われていましたが，個別接種に移行しても問題は

ありませんか。

既にBCG接種を個別接種で実施している自治体もかなり増えてきました。また，平成17年（2005）

１月に改訂された定期の予防接種実施要領でも個別接種が原則となったこともあり，今後，多くの市町村

（特別区）で個別接種に移行するものと思われます。

　平成17年（2005）４月から直接接種が導入され，事前のツベルクリン反応検査がなくなると，結核曝露

機会の聴取等，予診がより重要になってきます。その場合，かかりつけ医師が接種する個別接種が望ましい

でしょう。


